
  2020  Spring JCM   36

WORLD  NOW No.107

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

い
ま
、
手
元
に
或
る
機
関
誌
の
切
り

抜
き
コ
ピ
ー
が
あ
る
。

　
「
1
9
6
9
年
12
月
4
日（
木
）
午
後

1
時
45
分
、
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
市
。
ス
ト
中
の
ゼ
ネ
ラ

ル・エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク（
G
E
）工
場
ゲ
ー

ト
前
で
、
と
き
な
ら
ぬ
歓
声
が
湧
き
起

こ
っ
た
。こ
の
年
末
に
向
け
て
訪
米
し
た

『
I
M
F

−

J
C
米
国
労
働
事
情
視
察

団
』の
一
行
13
名
が
現
れ
た
の
だ
。
か
れ

ら
は
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
労
組
本
田
委
員

長
を
団
長
に
、
11
月
29
日
、
寒
気
の
ワ
シ

ン
ト
ン
に
到
着
。
数
日
し
て
G
E
ピ
ケ

ラ
イ
ン
激
励
の
た
め
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

に
隣
接
す
る
同
地
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

　

芝
生
の
美
し
い
公
園
を
持
つ
こ
の

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
市
は
人
口
60
万
人
。一
昨

年
の
1
9
6
7
年
に
は
最
も
激
し
い
黒

人
暴
動
の
発
生
し
た
都
市
で
あ
る
。
そ

の
発
火
点
と
な
っ
た
警
察
署
の
筋
向
い

が
、
G
E
の
管
球
製
造
工
場
で
、
人
も
知

る
G
E
発
祥
の
地
だ
。
と
き
た
ま
パ
ト

カ
ー
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
横
目
に
、ピ
ケ

を
張
る
約
50
人
の
ス
ト
マ
ン
た
ち
は
、日

本
か
ら
の
思
い
が
け
ぬ
労
働
者
仲
間
の

激
励
を
う
け
る
と
、
歓
声
と
と
も
に
そ

の
ま
ま
腕
を
組
み
合
い
、
労
働
歌「
ソ
リ

ダ
リ
テ
ィ・
フ
ォ
ー
レ
ヴ
ァ（
連
帯
は
、
永

遠
な
り
）」な
ど
を
唄
い
な
が
ら
、
意
気

高
ら
か
に
工
場
前
を
デ
モ
っ
た
。
仲
間
意

識
が
国
境
を
超
え
る
瞬
間
だ
っ
た
」。（
季

刊『
電
機
労
連
』誌
第
6
号
、
1
9
7
0

年
1
月
刊
よ
り
）

　

い
ま
か
ら
50
年
前
の
筆
者「
緊
急
レ

ポ
ー
ト
」の
書
き
出
し
で
あ
る
。数
年
前
、

東
京
・
多
摩
地
方
の
国
立
大
学
で
、
特
別

講
義
の
機
会
が
あ
り
、
学
生
に
配
布
し

た
参
考
資
料
の
一
部
で
も
あ
る
。
講
義
の

テ
ー
マ
は「
国
際
労
働
運
動
論
」。
紹
介

し
た
一
文
は
、
連
帯
行
動
の
事
例
を
具

体
的
に
示
す
補
足
資
料
で
あ
っ
た
。

連
帯
行
動
の
あ
り
様
を

振
り
返
る

　

ち
な
み
に
、
こ
の
G
E
闘
争
に
つ
い

て
だ
が
、
あ
え
て
語
る
な
ら
、
そ
れ
は
困

難
を
極
め
る
闘
争
で
あ
っ
た
。
G
E
は

全
土
に
工
場
を
配
置
し
、
従
業
員
合
計

14
万
5
0
0
0
人
。
当
時
世
界
最
大
級
の

電
機
企
業
で
あ
る
。
か
れ
ら
を
組
織
す
る

労
組
は
13
組
織
に
及
び
、
そ
の
主
力
は
全

米
電
機
ラ
ジ
オ
労
組（
I
U
E
）で
あ
っ

た
。
く
だ
ん
の
ス
ト
マ
ン
た
ち
は
数
百
名

で
I
U
E
の
ロ
ー
カ
ル
第
4
9
2
支
部

を
構
成
し
て
い
た
。

　

組
織
分
断
状
況
を
利
用
し
て
か
、
会
社

側
の
交
渉
戦
術
は
、
俗
に
い
う「
一
発
回

答
方
式
」で
悪
名
高
く
、
人
事
担
当
副
社

長
ブ
ル
ウ
ェ
ア
氏
の
名
を
冠
し
て
ブ
ル

ワ
リ
ズ
ム
な
ど
と
称
さ
れ
た
。
闘
争
の
行

方
は
諸
国
の
団
体
交
渉
に
も
影
響
す
る

と
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
組
合
側
も
よ
う
や
く
従
来
の
組

織
競
合
を
乗
り
越
え
て
、
共
闘
体
制
で

対
峙
し
て
い
た
。
長
期
化
す
る
闘
争
に
、

A
F
L
・
C
I
O
も
支
援
組
織
を
立
ち
上

げ
て
、
全
米
鉄
鋼
労
組（
U
S
W
A
）エ

イ
ベ
ル
会
長
を
議
長
に
選
出
、
支
援
活
動

が
軌
道
に
乗
っ
た
。
全
国
的
な
連
帯
行
動

が
必
須
と
な
っ
た
の
だ
。

　

国
際
的
に
は
国
際
金
属
労
連（
I
M
F
、

さ
り
げ
な
く
国
際
連
帯
を
語
ろ
う

―
あ
る
学
生
さ
ん
の
問
い
の
ま
ま
に

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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さりげなく国際連帯を語ろう
　―ある学生さんの問いのままに

当
時
）が
、連
帯
資
金
を
送
る
と
と
も
に
、

支
援
の
た
め
の
国
際
会
議
を
ワ
シ
ン
ト
ン

の
I
U
E
本
部
で
開
き
、
情
勢
を
分
析
、

G
E
製
品
不
買
運
動
な
ど
そ
の
後
の
戦
術
、

取
り
組
み
強
化
を
確
認
し
合
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
数
カ
月
に
も
及
ん
だ
G
E
闘

争
は
、
最
終
的
に
ブ
ル
ワ
リ
ズ
ム
の
退
場

を
み
て
、つ
い
に
決
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

当
然
日
本
で
も
I
M
F
の
連
帯
行
動

が
と
ら
れ
た
。
I
U
E
と
は
交
流
関
係
に

あ
っ
た
電
機
労
連（
当
時
）は
5
0
0
0

ド
ル
の
闘
争
資
金
を
送
っ
て
連
帯
の
精
神

を
示
し
た
。
I
M
F

−

J
C（
当
時
）は
、

く
だ
ん
の
視
察
団
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

諸
国
労
組
と
協
調
し
全
国
規
模
の
G
E

製
品
不
買
運
動
に
注
力
し
た
。も
っ
と
も
、

G
E
製
の
冷
蔵
庫
な
ど
は
当
時
の
こ
と

と
て
日
本
家
庭
に
は
大
型
に
過
ぎ
、
し
か

も
高
額
と
き
て
は
買
い
手
も
限
ら
れ
て
、

不
買
運
動
は
労
せ
ず
し
て
成
功
し
た
な

ど
と
取
材
記
者
に
冷
や
か
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

浮
上
し
た

学
生
さ
ん
の
質
問

　

こ
う
語
っ
て
き
て
、
ふ
と
あ
の
大
学
で

の
講
義
の
折
、
学
生
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た

質
問
が
浮
上
し
た
。
そ
れ
は
、「
国
際
連
帯

行
動
の
事
例
を
も
っ
と
知
り
た
い
」と
い

う
簡
潔
な
も
の
で
あ
っ
た
。
質
問
は
簡
潔

だ
が
回
答
の
方
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
そ

の
と
き
の
説
明
場
面
を
想
い
起
し
つ
つ
、

い
ま
さ
ら
な
が
ら
だ
が
、
多
少
の
経
験
、

知
見
を
示
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
。
以

下
は
金
属
産
業
を
中
心
と
す
る
、
古
今

の
連
帯
パ
タ
ー
ン
の
落
穂
拾
い
で
あ
る
。

（
順
不
同
）

■
連
帯
は
連
帯
に
し
て
、
慈
善
に
あ

ら
ず

　

状
況
に
応
じ
て
で
は
あ
る
が
、
国
際
連

帯
を
思
う
と
き
、
一
つ
に
は
各
国
労
組
間

の
財
政
的
な
支
援
協
力
が
あ
っ
た
。
た
と

え
ば
古
く
は
I
M
F

−

J
C
結
成
前
夜

の
段
階
で
、
鉄
鋼
労
連（
当
時
）の
困
難
な

1
9
5
7
年
秋
闘
に
向
け
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

の
I
M
F
本
部
か
ら
そ
の
日
本
事
務
所

を
通
じ
て
1
万
ス
イ
ス・
フ
ラ
ン（
約
84
万

円
）の
闘
争
資
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

聞
け
ば
全
米
鉄
鋼
労
組（
U
S
W
A
）も

拠
出
す
る
国
際
連
帯
基
金
か
ら
の
送
金
で

あ
っ
た
。

　

す
る
と
1
9
5
9
年
、
1
1
6
日
間

に
及
ぶ
U
S
W
A
の
長
期
ス
ト
ラ
イ
キ

闘
争
が
展
開
さ
れ
る
と
、
今
度
は
鉄
鋼

労
連
が
応
援
す
べ
く
、
1
人
10
円
カ
ン
パ

で
1
0
0
万
円
を
送
金
し
た
。
こ
う
し
た

I
M
F
を
通
じ
た
連
携
は
実
効
的
な
国

際
連
帯
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ
、
当
時
、

国
際
金
属
労
連（
I
M
F
）の
加
盟
協
議

体（
J
C
）
結
成
へ
の
も
う
一
つ
の
動
因

と
も
な
っ
た
。
日
本
を
は
じ
め
各
地
域
に

開
設
さ
れ
た
I
M
F
事
務
所
は
、I
M
F

組
織
や
国
際
連
帯
を
拡
大
す
べ
く
機
能

し
た
の
で
あ
る
。

　

1
9
6
4
年
の
I
M
F

−

J
C
結
成

後
は
韓
国
金
属
労
連（
F
K
M
T
U
）造

船
ス
ト
へ
の
J
C
資
金
カ
ン
パ
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
先
行
組
の
労
組
か
ら
発

展
途
上
国
労
組
へ
の
資
金
カ
ン
パ
が
求
め

ら
れ
、
そ
れ
は
連
帯
行
動
を
象
徴
す
る
か

の
如
く
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
そ
の
後
、
連
帯
と
は
、
強
い
組

織
が
弱
い
組
織
を
支
援
す
る
と
い
う
、
一

方
通
行
的
な
流
れ
と
す
る
見
方
が
国
際
的

に
一
般
化
す
る
傾
向
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は

是
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
国
際
自

由
労
連（
I
C
F
T
U
）
は
2
0
0
0
年

代
初
め
の
オ
ル
グ
資
料『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
労
組
の
対
応
ガ
イ
ド
』の
中

で
、「
連
帯
は
、
慈
善
に
あ
ら
ず
」と
表
現

し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。
こ
の
フ

レ
ー
ズ
は
、各
国
労
組
間
に
は
相
互
対
等
、

相
互
尊
重
、
相
互
連
携
の
関
係
が
肝
要
と

の
認
識
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

■「
世
界
的
生
産
チ
ェ
ー
ン
」が
機
能

不
全

　

次
に
触
れ
た
い
の
は
、
国
境
を
越
え
る

実
力
行
使
で
あ
る
。
米
国
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー

の
フ
ォ
ー
ド
を
相
手
に
、
全
米
自
動
車
労

組（
U
A
W
）
が
展
開
し
た
1
9
7
0
年

代
後
半
の
厳
し
い
闘
争
時
、
I
M
F
が
組

ん
だ
支
援
体
制
の
事
例
を
あ
げ
て
み
よ

う
。
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
中
で
、
西

ド
イ
ツ
金
属
労
組（
I
G
メ
タ
ル
）は
ド

イ
ツ
・
フ
ォ
ー
ド
工
場
で
、
米
国
ス
ト
に

起
因
す
る
時
間
外
労
働
延
長
分
の
就
業

拒
否
を
実
行
す
る
と
、
英
国
フ
ォ
ー
ド
工

場
で
組
付
け
る
ド
イ
ツ
産
ド
ラ
イ
ヴ
シ
ャ

フ
ト
の
供
給（
輸
出
）を
凍
結
し
た
。

　

一
方
英
国
フ
ォ
ー
ド
で
は
関
連
す
る
複

数
の
職
能
別
組
合
が
共
闘
組
織
を
立
ち

上
げ
て
ま
ず
時
間
外
労
働
を
拒
否
。
部
品

不
足
で
操
業
短
縮
と
な
る
と
、
夜
陰
に
乗

じ
て
陸
揚
げ
の
恐
れ
の
あ
る
西
ド
イ
ツ

か
ら
の
部
品
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、
全
土
の

港
湾
施
設（
1
5
0
カ
所
）に
監
視
要
員

1
9
5
7
年
秋
闘
に
向
け
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
闘

争
支
援
カ
ン
パ
を
鉄
鋼
労
連
へ
手
渡
す
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事

務
所
・
瀬
戸
所
長
（
左
）（
1
9
5
8
年
3
月
）
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さりげなく国際連帯を語ろう
　―ある学生さんの問いのままに

を
配
置
す
る
な
ど
し
て
、
国
境
を
超
え
る

連
帯
行
動
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い

に
フ
ォ
ー
ド
の「
世
界
的
生
産
チ
ェ
ー
ン
」

の
流
れ
は
、
そ
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
た
形

で
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
フ
ォ
ー
ド
は

団
交
へ
の
姿
勢
を
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

連
帯
行
動
の
成
功
で
あ
っ
た
。

■
団
交
・
組
織
化
支
援
の
展
開
な
ど

　

ま
た
、
企
業
の
多
国
籍
化
は
、
発
展
途

上
国
労
組
の
組
織
強
化
や
組
織
化
支
援
、

難
航
す
る
団
体
交
渉
解
決
へ
の
協
力
な

ど
を
必
然
的
に
拡
大
さ
せ
た
。

　

と
り
わ
け
、
1
9
8
9
年
末
の
ベ
ル
リ

ン
の
壁
崩
壊
・
冷
戦
構
造
の
終
焉
以
降
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
層
進
展
。
受
け
入
れ

国
側
労
組
の
役
割
も
大
き
く
な
っ
た
。
各

分
野
の
連
携
は
基
本
的
に
加
盟
す
る
国

際
産
業
別
組
織（
I
T
S
、
当
時
）の
枠

の
中
で
展
開
さ
れ
、
関
係
2
国
間
の
直
接

的
な
連
携
も
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。

■
具
現
化
す
る
多
国
籍
企
業
対
策

　

20
世
紀
に
始
動
し
た
多
国
籍
企
業
対

策
は
21
世
紀
に
さ
ら
に
具
現
化
し
、
国
際

産
業
別
組
織（
G
U
F
）の
活
動
で
は
多

国
籍
企
業
の
関
係
労
使
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

社
会
的
対
話
が
必
須
と
な
る
。
そ
し
て
そ

の
延
長
線
上
に
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
組
み

協
定（
G
F
A
）」の
締
結
が
あ
っ
た
。
ち

な
み
に
、
G
F
A
は
企
業
グ
ル
ー
プ
の
持

続
的
成
長
と
労
働
者
の
基
本
権
を
認
知

す
る
労
使
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
協
定
で
あ

り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
と
フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ
ン
と
の
そ
れ
を
は
じ
め
、
多
数

の
多
国
籍
企
業
と
の
間
に
締
結
さ
れ
て
い

る（
後
述
）。

■
政
府
間
機
関
へ
の
取
り
組
み

　

政
府
間
機
関
へ
の
取
り
組
み
も
重
要

な
分
野
で
あ
る
。
I
L
O
で
の
条
約
等

の
取
り
組
み
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
こ
こ

で
は
、
O
E
C
D「
多
国
籍
企
業
行
動
指

針
」（
1
9
7
6
年
採
択
）や
、I
L
O「
多

国
籍
企
業
お
よ
び
社
会
政
策
に
関
す
る

原
則
の
三
者
宣
言
」（
1
9
7
7
年
採
択
）

の
策
定
に
果
た
し
た
、
労
働
側
の
周
到

な
連
携
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ

の
文
書
内
容
も
労
働
側
の
全
面
的
な
満

足
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
多

国
籍
企
業
の
一
方
的
な
行
動
を
抑
制
す

る
上
で
は
前
例
な
き
前
進
と
評
価
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

■
人
権
、政
治
課
題
へ
の
取
り
組
み

　

こ
の
分
野
の
取
り
組
み
で
最
た
る
も
の

は
、
人
道
上
の
重
犯
罪
と
さ
れ
た
南
ア
フ

リ
カ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト（
人
種
隔
離
政

策
）対
策
で
あ
っ
た
ろ
う
。
中
心
は
虐
げ

ら
れ
た
黒
人
系
市
民
や
民
主
労
組
と
の

連
帯
で
あ
り
、
国
連
で
の
対
南
ア
制
裁
へ

の
強
い
働
き
か
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
闘
争

は
1
9
8
0
年
代
後
半
に
集

中
し
、金
属
産
業
の
黒
人
労
組

指
導
者
の
死
刑
撤
回
・
釈
放
を

勝
ち
取
っ
て
、
や
が
て
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
終
焉
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
。

　

最
近
で
は
正
統
性
を
欠
く

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
体
制

へ
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
同

国
へ
の
投
資
・
企
業
進
出
自
粛

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
I
L
O

に
お
け
る
制
裁
決
議
な
ど
、

強
制
労
働
を
含
む
人
権
、
組

合
権
の
抑
圧
撤
廃
へ
の
連
帯

行
動
は
体
制
変
革
の
時
代
に

つ
な
が
っ
た
。
い
ま
も
、
さ
ら

な
る
民
主
化
へ
の
連
帯
が
必
須
で
あ
る
。

■
さ
ら
に
多
様
な
国
際
連
帯
パ
タ
ー

ン
　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
国
際
連
帯
も
闘

争
時
の
み
に
限
ら
な
い
。
非
正
規
労
働
反

対
デ
ー
や
児
童
労
働
反
対
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
な
ど
も
ろ
も
ろ
の
グ
ロ
ー
バ
ル・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
世
論
喚
起
に
大
事
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　

組
織
の
二
国
間
協
議
な
ど
の
取
り
組

み
も
あ
る
。
回
も
重
ね
て
第
13
回
と
な
っ

た
日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
な
ど
は
そ

の
代
表
例
で
あ
る
。
ま
た
昨
年
の「
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
I
G
メ
タ
ル
の
取
り
組
み
」

を
中
心
と
す
る
知
見
の
共
有
や
協
議
は
、

長
年
培
わ
れ
て
き
た
両
組
織
間
の
深
い

絆
な
く
し
て
は
あ
り
え
ま
い
。

　

金
属
労
協（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）に
は
さ
ら
に
日

韓
、
日
北
欧
の
定
期
協
議
も
あ
る
。
多
国

間
で
は
、
再
編
が
望
ま
れ
る
ア
ジ
ア
金
属

労
組
連
絡
会
議
が
、
組
織
相
互
の
連
帯
強

化
は
勿
論
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
活

動
を
補
完
す
る
意
味
で
も
重
要
で
あ
っ
た
。

■ 
地
域
レ
ベ
ル
で
の
連
帯
も

　

地
域
レ
ベ
ル
の
連
帯
の
事
例
を
一
つ
だ

け
あ
げ
れ
ば
、E
U
域
内
労
働
者
の
40
%
 

が
結
集
す
る
欧
州
労
連（
E
T
U
C
）が
、

「
欧
州
労
使
協
議
会（
E
W
C
）指
令
」の

アフリカ民族会議（ＡＮＣ）議長時代のマンデラ氏と握手する筆者
（1991年南アフリカ金属大会にて）
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さりげなく国際連帯を語ろう
　―ある学生さんの問いのままに

成
案
・
発
令
に
果
た
し
た
役
割
が
重
視
さ

れ
よ
う
。
欧
州
地
域
大
で
の
多
国
籍
企
業

内
・
企
業
グ
ル
ー
プ
内
の
情
報
共
有
、
協

議
の
権
利
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
実
現
へ
の
基
礎
の

一
環
と
も
な
る
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
連
帯
に
つ
い
て

は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
も
あ
ろ
う
し
、
末

尾
に
資
料
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。（
注
）

■
最
近
の
事
例
を
あ
げ
よ
う

　

最
近
の
事
例
で
は
、去
る
1
月
27
日
に
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
、
タ
イ
ヤ
業
界

の
大
手
多
国
籍
企
業
ミ
シ
ュ
ラ
ン
と
の
間

に
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
労
使
協

議
会
協
定
」を
締
結
し
て
い
る
。
情
報
共

有
や
協
議
、
結
社
の
自
由
な
ど
労
働
者
基

本
権
の
承
認
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
先
行

す
る
多
く
の
G
F
A
に
見
合
う
も
の
と

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。対
象
は
世
界
30
カ
国
、

71
事
業
所
、
従
業
員
11
万
7
0
0
0
人
で

あ
る
。

　

ま
た
、
去
る
2
月
25
日
に
は
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
。
東
欧
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府

が
国
内
法
を
は
じ
め
I
L
O
の
中
核
的

条
約
や
欧
州
法
に
も
違
反
し
て
、
労
働
者

基
本
権
を
損
な
い
結
社
の
自
由
を
侵
害

す
る
法
案
を
通
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
日
を「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
労
組
支
援

デ
ー
」と
し
て
、
諸
国
の
労
組
が
そ
れ
ぞ

れ
の
国
所
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
を

訪
れ
、
同
法
案
を
撤
回
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
る
。

　

そ
し
て
、
同
時
期
の
2
月
25

－

27
日
、

国
際
労
組
総
連
合（
I
T
U
C
）お
よ
び

E
T
U
C
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
首
都
キ
エ
フ
を
訪
問
し
、
現
地
労
働
団

体
と
と
も
に
、
ミ
ロ
ヴ
ァ
ノ
フ
蔵
相
、
ト

レ
チ
ャ
コ
ヴ
ァ
議
会
社
会
政
策
委
員
会

議
長
を
は
じ
め
I
L
O
現
地
代
表
、
経

営
者
代
表
ら
と
精
力
的
に
会
談
し
て
い
る
。

ル
カ
・
ヴ
ィ
セ
ン
テ
ィ
ー
ニ
E
T
U
C
事

務
局
長
に
よ
れ
ば
、
同
国
は
今
後
三
者
協

議
に
入
り
、
I
L
O
条
約
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

−

E
U
連
携
協
定
に
沿
う
形
に
法
案
を

改
定
す
る
旨
、
確
約
し
た
と
い
う
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
に
勝
つ
こ
と
で
は
な
く
、
社

会
的
対
話
を
通
じ
わ
れ
わ
れ
の
声
を
届

け
る
こ
と
に
あ
る
。
目
的
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

労
働
者
を
擁
護
し
、
保
障
を
提
供
す
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
は

E
T
U
C
事
務
局
長
の
談
話
で
あ
る
。
国

際
連
帯
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
日
常
的
に
推

進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

去
る
2
月
20
日
は
国
連
の「
世
界
社
会

正
義
デ
ー
」で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
貧
困

を
撲
滅
し
、
基
本
権
を
ベ
ー
ス
に
公
正
社

会
を
目
指
す
国
際
社
会
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
を
確
認
す
る
日
と
さ
れ
て
い
る
。
国
連

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
ｓ
）」

に
連
動
す
る
も
の
だ
。

　
「
社
会
正
義
」な
ど
は
騎
士
道
に
も
あ
っ

た
と
い
う
が
、
か
つ
て
組
合
用
語
と
思
わ

れ
て
い
た
ふ
し
も
あ
る
。
そ
れ
が
時
代
と

と
も
に
I
L
O
で
も
常
用
化
さ
れ
、い
ま

は
国
連
社
会
に
普
及
し
た
現
実
が
あ
る
。

　

国
際
連
帯
は
目
的
で
は
な
く
、
社
会
正

義
実
現
へ
の
手
段
な
の
だ
が
、
そ
れ
自
体

に
も
価
値
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
平

和
の
礎（
い
し
ず
え
）で
も
あ
る
か
ら
だ
。

思
い
起
こ
す
の
は
1
9
7
8
年
、
第
24
回

I
M
F
世
界
大
会（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
で
、

来
賓
の
ブ
ラ
ン
ト
西
独
社
民
党
首
が
、
社

会
正
義
を
目
指
す
金
属
の
連
帯
を
高
く

評
価
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
激
励
を

込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

　

各
国
労
働
運
動
は
自
助
努
力
を
ベ
ー

ス
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
運
動
を
推
進
し
、
必

要
な
ら
連
帯
行
動
を
展
開
す
る
。
目
指
す

方
向
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。

　

現
代
社
会
は
金
融
が
支
配
的
で
あ
り
、

A
I
な
ど
第
4
次
産
業
革
命
の
時
代
に

あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
社
会
格
差

を
深
化
さ
せ
る
現
下
の
不
条
理
な
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
異
を
唱
え
る
労
働
組

合
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
経
済
・
社
会
モ

デ
ル
、
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
模
索
す
る

こ
と
も
問
わ
れ
て
い
よ
う
。
困
難
な
道
の

り
だ
が
、
連
帯
が
胎
動
す
る
労
働
運
動
に

ペ
シ
ミ
ズ
ム（
悲
観
論
）は
不
要
で
あ
る
。

　
「
連
帯
は
、
永
遠
な
り
」
と
は
冒
頭
触

れ
た
米
国
の
労
働
歌
で
あ
る
。
か
つ
て
筆

者
は
こ
れ
を「
連
帯
よ
、永
遠
な
れ
」と
願

望
を
込
め
た
も
の
と
解
し
て
い
た
が
、
い

ま
は「
永
遠
な
り
」に
傾
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

さ
て
、
あ
の
と
き
の
学
生
さ
ん
。
こ
の

ラ
ン
ダ
ム
な
語
り
、
ど
の
よ
う
に
聞
か
れ

た
で
あ
ろ
う
か
。（
了
）

（
2
0
2
0
年
4
月
3
日
記
）

（
注
）た
と
え
ば
、
鈴
木
則
之「
ア
ジ
ア
太

平
洋
の
労
働
運
動
」（
2
0
1
9
年
初
版
）

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
参
考
資
料
）

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・　

オ
ン
ラ
イ
ン

ニ
ュ
ー
ス
、
ほ
か
。
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